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徳之島高校の空き教室を県立大島養護学校の「特別支援教室」として借り受け、
今年度からスタートしました。今後は就労支援を含め、継続して誘致活動を行って
いきたいものです。
（※ 12 Ｐの、「養護学校誘致に関する署名のご協力について」をご参照ください。）

＜写真提供：南海日日新聞社　様＞



議会だより平成25年6月 （ 2 ）

（ 前 年 度 と 比 較 し て 7 . 2 ％ の 減 で す 。）
平成 25 年度一般会計予算 48 億 784 万 5 千円

科目別歳入状況 （単位：千円） 　　　科目別歳出状況 （単位：千円）

.

－５－

地方交付税 

2,854,331 

(59.4%) 

国庫支出金 

429,917 

(8.9%) 

県支出

金 

地方債 

518,000 

(10.8%) 
歳入 

4,807,845 

(100.0%) 

町税 

274,940 

(5.7%) 

自主財源 

13.3% 

依存財源 

86.7% 

繰入金            69,408( 1.4%) 

諸収入            42,168 (0.9%) 

使用料及び手数料  49,825 (1.1%) 

繰越金                 1 ( - %) 

分担金及び負担金  60,664 (1.3%) 

財産収入           9,467 (0.2%) 

寄附金               102 ( - %) 

諸支出金     1 ( - %) 

予 備 費 5,000 (0.1%) 

地方譲与税      74,026(1,5%) 

利子割交付金              600(-%) 

配当割交付金              105(-%) 

株式等譲渡所得割交付金1(-%) 

地方消費税交付金      43,221(0.9%) 

自動車取得税交付金  12,212(0.3%) 

地方特例交付金                  1(-%) 

総務費 

686,819 

(14.3%) 

民生費 

1,215,557 

(25.3%) 

衛生費 

498,995 

(10.4%) 

農林水産業費 

590,947 

(12.3%) 

商工費 46,741(1.0%) 

土木費 

335,357 

消防費126,138(2.6) 

教育費 

366,539 

(7.6%) 

公債費 

842,930 

(17.5%) 

災害復旧費 1,738(-%) 

議会費 91,083(1.9%) 

歳出 
4,807,845 

(100.0%) 

予算額 構成比 予算額 構成比

1 1,123,308 23.4 5 563,072 11.7

議員委員等報酬手当 92,029 1.9 国 及 び 県 12,526 0.3

特 別 職 の 給 与 23,909 0.5 一 部 事 務 組 合 332,281 6.9

職 員 給 682,025 14.2 そ の 他 218,265 4.5

職員共済組合負担金 190,595 4.0 6 656,730 13.8

退職手当組合負担金 133,850 2.8 補 助 事 業 費 504,884 10.5

災 害 補 償 費 900 0.0 単 独 事 業 費 62,761 1.3

そ の 他 県営事業負担金 89,085 2.0

2 466,173 9.7 7 1,738 0.0

賃 金 105,065 2.2 補 助 事 業 費

旅 費 31,614 0.7 単 独 事 業 費 1,738 0.0

交 際 費 800 0.0 8 842,930 17.5

需 用 費 101,142 2.1 元 利 償 還 金 840,930 17.5

役 務 費 28,606 0.6 一時借入金利子 2,000 0.0

備 品 購 入 費 20,780 0.4 9 160 0.0

そ の 他 178,166 3.7 10 1,440 0.0

3 16,715 0.3 11 5,000 0.1

4 610,444 12.7 12 515,135 10.7

13 5,000 0.1

4,807,845 100.0

性質別内訳（単位：千円）

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費

普 通 建 設 事 業 費

災 害 復 旧 事 業 費

公 債 費

積 立 金

投 資 及 び 出 資 金

貸 付 金

(1)

(2)

(5)

(1)

(2)

物 件 費

(2)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(3)

繰 出 金

(1)

(2)

(2)

－６－

歳　出　合　計

（単位：千円，％）

科目

(7)

(1)

(3)

(4)

(6)

予 備 費

(1)

一般会計性質別歳出内訳

科目

(3)

(1)

人 件 費

人件費 

1,123,308 

(23.4%) 

扶助費 

610,444 

(12.7%) 

公債費 

842,930 

(17.5%) 

普通建設事業費 

656,730 

(13.8%) 

物件費 

466,173 

(9.7%) 

補助費 

563,072 

(11.7%) 

繰出金 

515,135 

(10.7%) 

 総額 

4,807,845 

  (100%) 

義務的経費 

  2,576,682 

     (53.6%) 

その他

25,053 

その他の経費 

1,572,695 

(32.6%) 

投資的経費 

    658,468   

       (13.8%) 

予算額 構成比 予算額 構成比

1 1,123,308 23.4 5 563,072 11.7

議員委員等報酬手当 92,029 1.9 国 及 び 県 12,526 0.3

特 別 職 の 給 与 23,909 0.5 一 部 事 務 組 合 332,281 6.9

職 員 給 682,025 14.2 そ の 他 218,265 4.5

職員共済組合負担金 190,595 4.0 6 656,730 13.8

退職手当組合負担金 133,850 2.8 補 助 事 業 費 504,884 10.5

災 害 補 償 費 900 0.0 単 独 事 業 費 62,761 1.3

そ の 他 県営事業負担金 89,085 2.0

2 466,173 9.7 7 1,738 0.0

賃 金 105,065 2.2 補 助 事 業 費

旅 費 31,614 0.7 単 独 事 業 費 1,738 0.0

交 際 費 800 0.0 8 842,930 17.5

需 用 費 101,142 2.1 元 利 償 還 金 840,930 17.5

役 務 費 28,606 0.6 一時借入金利子 2,000 0.0

備 品 購 入 費 20,780 0.4 9 160 0.0

そ の 他 178,166 3.7 10 1,440 0.0

3 16,715 0.3 11 5,000 0.1

4 610,444 12.7 12 515,135 10.7

13 5,000 0.1

4,807,845 100.0

性質別内訳（単位：千円）

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費

普 通 建 設 事 業 費

災 害 復 旧 事 業 費

公 債 費

積 立 金

投 資 及 び 出 資 金

貸 付 金

(1)

(2)

(5)

(1)

(2)

物 件 費

(2)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(3)

繰 出 金

(1)

(2)

(2)

－６－

歳　出　合　計

（単位：千円，％）

科目

(7)

(1)

(3)

(4)

(6)

予 備 費

(1)

一般会計性質別歳出内訳

科目

(3)

(1)

人 件 費

人件費 

1,123,308 

(23.4%) 

扶助費 

610,444 

(12.7%) 

公債費 

842,930 

(17.5%) 

普通建設事業費 

656,730 

(13.8%) 

物件費 

466,173 

(9.7%) 

補助費 

563,072 

(11.7%) 

繰出金 

515,135 

(10.7%) 

 総額 

4,807,845 

  (100%) 

義務的経費 

  2,576,682 

     (53.6%) 

その他

25,053 

その他の経費 

1,572,695 

(32.6%) 

投資的経費 

    658,468   

       (13.8%) 

性質別内訳
（単位：千円）

科目別歳入現況
（単位：千円）

科目別歳出現況
（単位：千円）

平成 25 年度各特別会計予算（単位：千円）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 予 算 １，１９３，５１０

介 護 保 険 特 別 会 計 予 算 ９３７，６１６

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 予 算 １６９，５３６

徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計予算 １０９，９２３

簡 易 水 道 特 別 会 計 予 算 ２７８，７４２

上 水 道 事 業 会 計 予 算 ９３，５９４

合 計 ２，７８２，９２１
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平成 25 年度伊仙町予算審査特別委員会委員長報告
当、予算審査特別委員会に付託されました、平成２５年度伊仙町一般会計予算及び６特

別会計予算について、去る３月１４日、１５日に予算審査特別委員会を開きました。

その審査の経過と結果についてご報告申し上げます。

審査にあたっては、各会計予算の概要について、担当課長より説明を受けた後、委員か

ら質疑が行われ、審査を行いました。

それを集約すると、

１．町民全体に効果が出るような事業を取り入れるべきである。

２．徳之島空港利用活性化事業負担金として、多額の負担をしており、駐車場等	の利便

	 性を向上させるよう働きかけるべきである。

３．過疎債のソフト事業を活用して保育料無料化を実施する町もあるが、伊仙町でも実

	 施できないか。また、へき地保育所の保育士の研修等も実施すべきである。

４．直売所「百菜」の運営貸付金も来年度あたりは、見直すべきである。

５．図書館の整備もできないか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

との意見が出されました。

議案第２６号	平成２５年度伊仙町一般会計当初予算につきましては、美島委員他３委員

から修正案が提出されました。提出された修正案は、特産品製造販売プロジェクト事業費

に係る歳入予算及び歳出予算を削除するものであります。提出者からの説明を受けた後、

質疑・討論を行い、採決の結果修正案に関しては、賛成少数で否決、それを受けての原案	

採決の結果は、賛成多数で原案可決すべきものと決定しました。

また、特別会計は、

議案第２７号 平成２５年度伊仙町国民健康保険特別会計予算

議案第２８号 平成２５年度伊仙町介護保険特別会計予算

議案第２９号 平成２５年度伊仙町後期高齢者医療特別会計予算

議案第３０号 平成２５年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計予算

議案第３１号 平成２５年度伊仙町簡易水道特別会計予算

議案第３２号 平成２５年度伊仙町上水道事業会計予算の６件であります。それぞれ起

立採決の結果、全議案、賛成多数で原案のとおり、可決されました。

以上で委員長報告を終わります。
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番　号 議　　案　　等 採決結果

議 案
第 5 号 伊仙町指定地域密着型介護老人福祉施設の指定に係る入所定員等に関する条例の制定 原 案 可 決

議 案
第 6 号 伊仙町指定地域密着型サービス事業の人員、設備及び運営に係る基準に関する条例の制定 原 案 可 決

議 案
第 7 号

伊仙町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する条例の制定 原 案 可 決

議 案
第 8 号 伊仙町町道の構造の技術的基準等を定める条例の制定 原 案 可 決

議 案
第 9 号 伊仙町町道に設ける道路標識の寸法を定める条例の制定 原 案 可 決

議 案
第 1 0 号 伊仙町準用河川に設ける河川管理施設等の構造の技術的基準に関する条例の制定 原 案 可 決

議 案
第 1 1 号 伊仙町町営住宅及び共同施設の整備基準に関する条例の制定 原 案 可 決

議 案
第 1 2 号 伊仙町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条例の制定 原 案 可 決

議 案
第 1 3 号 伊仙町長の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議 案
第 1 4 号 伊仙町職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議 案
第 1 5 号 伊仙町技能・労務職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議 案
第 1 6 号 伊仙町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議 案
第 1 7 号 伊仙町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議 案
第 1 8 号 伊仙町町営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議 案
第 1 9 号

鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び同組合の共同処理する事務の変
更並びに同組合規約の変更 原 案 可 決

議 案
第 2 0 号 平成２３年度奄美自治会館管理組合歳入歳出決算認定 原 案 可 決

議 案
第 2 1 号 平成２４年度伊仙町一般会計補正予算（第８号） 原 案 可 決

議 案
第 2 2 号 平成２４年度伊仙町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原 案 可 決

議 案
第 2 3 号 平成２４年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第４号） 原 案 可 決

議 案
第 2 4 号 平成２４年度伊仙町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 原 案 可 決

議 案
第 2 5 号 平成２４年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計補正予算（第５号） 原 案 可 決

議 案
第 2 6 号 平成２５年度伊仙町一般会計予算 原 案 可 決

議 案
第 2 7 号 平成２５年度伊仙町国民健康保険特別会計予算 原 案 可 決

議 案
第 2 8 号 平成２５年度伊仙町介護保険特別会計予算 原 案 可 決

議 案
第 2 9 号 平成２５年度伊仙町後期高齢者医療特別会計予算 原 案 可 決

議 案
第 3 0 号 平成２５年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計予算 原 案 可 決

議 案
第 3 1 号 平成２５年度伊仙町簡易水道特別会計予算 原 案 可 決

議 案
第 3 2 号 平成２５年度伊仙町上水道事業会計予算 原 案 可 決

以下余白

平成 25 年 第１回 定例議会議決結果一覧（会期 3/8 〜 30）
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番　号 議　　案　　等 採決結果

陳 情
第 １ 号 特産品製造販売プロジェクト事業誘致に関する陳情書（経済建設常任委員会付託） 採 択

陳 情
第 ２ 号 町営農産物加工施設建設場所についての陳情書（経済建設常任委員会付託） 採 択

発 議
第 １ 号 伊仙町議会委員会条例の一部改正について 原 案 可 決

発 議
第 2 号 伊仙町議会会議規則の一部改正について 原 案 可 決

以下余白

平成 25 年 第１回 定例会陳情・発議結果の一覧（会期 3/8 〜 30）

番　号 議　　案　　等 採決結果

議 案
第 １ 号 徳之島交流ひろば「ほーらい館」の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議 案
第 ２ 号 平成 24 年度伊仙町一般会計補正予算（第 7 号） 原 案 可 決

議 案
第 3 号 平成 24 年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計補正予算（第 4 号） 原 案 可 決

議 案
第 4 号 平成 24 年度社会資本整備総合交付金　河地団地建築本体工事請負契約 可 決

平成 25 年 第 1 回 臨時議会議決結果一覧（会期 1/21）

経済課では最新型の土壌分析機を導入し、
平成 23 年度より皆様の土壌の分析を受け付
けています。今年はバレイショの病気等が蔓
延し、この病気が蔓延したひとつの原因とし
て、土壌の性質が挙げられます。特に昨年は、
度重なる台風により、土壌改良した後も表土
が流されて下層の土が露出するなどの悪条件
が起因し、さとうきびや馬鈴薯の収穫に悪影
響を及ぼしたと考えられます。このことか
ら、経済課ではｐ H や電気伝導度（EC）だ

けではなく、微量元素まで測定の上、皆様へ合同の説明会を年数回定期的に開催することに
しました。

ご自身の畑の土壌が、現在どのような状態なのか、その解析を受けて本当に必要な肥料が
どれだけなのか、それらを知ることで過剰な施肥を避け、経費の削減にもつながります。

作付け前の土壌分析は人の健康診断のようなものです。定期的に分析を行い、皆様の肥培
管理が作物にとって合っているのかどうか、ご自身で判断する材料として、ぜひ経済課にご
持参の上、受付をしてください。

受付日：常時
説明会：年数回
担当：経済課　源（みなもと）
連絡先：86-3111（内線 35）

土壌分析の受付をしています　（経済課）

無 料！
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た
な
６
次
産
業
化
に
向
け
た
政
策

や
、
土
地
を
最
大
限
に
活
用
す
る

農
業
に
変
っ
て
い
く
時
代
が
来
た

と
思
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関

し
ま
し
て
は
、
ま
だ
致
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
区
長
会
や
農
家

の
方
々
と
も
農
業
問
題
に
つ
い
て

議
論
し
て
い
く
中
で
、
ア
ン
ケ
ー

ト
も
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

町
の
進
め
る
６
次
産
業

に
つ
い
て
、
特
産
品
製

造
販
売
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
計

画
し
て
い
ま
す
が
、
事
業
成
功
に

向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

と
今
後
の
方
針
は
具
体
的
に
ど
う

す
る
の
か
。

伊
仙
町
と
三
重
県
の

モ
ク
モ
ク
手
づ
く
り

フ
ァ
ー
ム
と
の
連
携
の
中
で
の
事

業
（
特
産
品
製
造
販
売
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
）
で
、
農
水
省
、
国
交

省
も
、
予
算
編
成
が
実
現
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
、
平

平
成
25
年 

第
１
回
定
例
会
（
３
月
）

一
般
質
問

琉　議員

農
業
政
策
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

題
に
つ
い
て
、
安
倍
総

理
が
米
国
オ
バ
マ
大
統
領
と
の
首

脳
会
議
で
交
渉
参
加
を
表
明
し
ま

し
た
が
、
農
業
立
町
で
あ
る
伊
仙

町
に
も
大
き
な
影
響
と
関
心
が
注

目
さ
れ
ま
す
が
、大
久
保
町
長
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
又
町

民
の
考
え
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

等
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

ま
ず
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し

て
は
、
一
貫
し
て
反
対

を
貫
い
て
お
り
ま
す
。
聖
域
な
き

関
税
撤
廃
と
し
て
交
渉
す
る
中

で
、
例
外
品
目
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
が

な
る
か
交
渉
の
状
況
を
見
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
関
係
な
く
農
業
所
得
を
上

げ
る
為
に
農
業
の
転
換
と
か
、
新

問

問

答

答

成
22
年
９
月
に
モ
ク
モ
ク
事
業
の

打
診
を
行
い
同
12
月
伊
仙
町
で
の

事
業
計
画
を
立
て
、
平
成
24
年
６

月
民
間
主
体
と
な
っ
た
計
画
書
を

県
と
協
議
を
し
て
進
め
て
お
り
ま

す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
特
産
品

の
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
黒
糖
、
ス

イ
ー
ツ
、シ
ロ
ッ
プ
、キ
ビ
ジ
ュ
ー

ス
等
そ
の
他
の
特
産
品
の
製
品
加

工
販
売
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
今
後
の
方
針
と
し
て
、
平
成

28
年
度
に
世
界
自
然
遺
産
登
録
に

向
け
た
、
徳
之
島
へ
の
来
島
者
に

対
す
る
受
入
れ
先
と
し
て
、
観
光

施
設
と
し
て
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

新
し
い
雇
用
が
生
ま
れ
た
り
、
大

き
な
展
望
を
期
待
し
な
が
ら
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人

へ
と
、
民
主
党
時
代
に

政
策
転
換
を
し
、
無
駄
を
省
く
と

い
う
大
き
な
成
果
は
、
大
変
評
価

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
経

済
不
況
は
一
段
と
進
む
一
方
、
経

済
不
況
か
ら
脱
出
す
る
為
に
、
自

民
党
新
政
権
の
経
済
成
長
戦
略
に

公
共
工
事
の
再
導
入
が
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
町
は
道
路
、
土
地
改
良

整
備
、
ま
た
学
校
等
の
各
種
施
設

の
計
画
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る

の
か
。

こ
れ
か
ら
は
、
防
災
、
減

災
が
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
国
家
強
靭
化
政
策
の
中
で

道
路
事
業
も
各
事
業
も
補
修
と
い

う
予
算
が
出
て
、
耐
震
化
の
公
共

事
業
等
の
流
れ
に
大
き
く
向
か
っ

て
い
く
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

全
天
候
型
施
設
で
計
画

の
徳
之
島
な
く
さ
み
館

は
オ
ー
プ
ン
以
来
、
雨
天
時
の
行

事
に
つ
い
て
、
町
民
か
ら
全
天
候

型
で
は
な
い
と
の
声
が
多
く
聞
こ

え
ま
す
が
、
施
設
の
設
計
に
問
題

が
あ
っ
た
の
か
今
後
ど
の
様
な
対

策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

施
設
の
設
計
に
関
し
て

は
、
国
県
か
ら
頂
い
た

事
業
費
を
最
大
限
に
活
用
し
た
結

果
で
、完
全
に
風
雨
を
遮
る
に
は
、

交
付
決
定
さ
れ
た
事
業
額
で
は
足

り
な
い
の
で
現
在
の
仕
様
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
対
策
と

し
て
平
成
26
年
度
の
次
期
奄
振
に

申
請
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
義
名
山
総
合
整
備
事

業
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
関
係
、

食
肉
セ
ン
タ
ー
関
係
、
火
葬
場
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
の
質
問
も

行
っ
て
い
ま
す
。

	

伊
仙
町
監
査
委
員
監
査

規
程
第
７
条
第
９
項
に

決
算
審
査
に
つ
い
て
規
程
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
監
査
委
員
が
普
通

地
方
公
共
団
体
の
長
を
抜
き
に
し

て
直
接
議
会
の
認
定
に
付
さ
れ
る

と
解
釈
さ
れ
る
が
説
明
を
求
め

る
。

監
査
規
程
の
決
算
審
査

に
つ
い
て
そ
の
中
の
法

第
２
３
３
条
第
３
項
こ
れ
は
間
違

い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ご
指
摘
で

す
が
、
ご
指
摘
の
と
お
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。
法
第
２
３
３
条
第
２
項

答

杉並　議員

問

問

答

答

問

各種イベントの開催や先日オープンし
た資料展示室など、施設の利用稼働率
が向上している徳之島なくさみ館。
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が
ベ
ス
ト
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
監
査
規
程
は
、
昭
和
56
年
制

定
さ
れ
、
改
正
が
平
成
４
年
７
月

に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
ま

で
放
置
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
こ

の
場
で
お
わ
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
事
務
局
と
協
議
し
、
早
速
に

訂
正
い
た
し
ま
す
。

監
査
執
行
上
の
除
斥　

地
方
自
治
法
第
１
９
９

条
の
２
「
監
査
委
員
は
、
自
己
若

し
く
は
父
母
、
祖
父
母
、
配
偶
者
、

子
、
孫
、
若
し
く
は
兄
弟
姉
妹
の

一
身
上
に
関
す
る
事
件
ま
た
は
自

己
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
者
の
従
事

す
る
業
務
に
直
接
の
利
害
関
係
の

あ
る
件
に
つ
い
て
は
監
査
は
で
き

な
い
」
と
あ
る
が
、
全
国
に
例
の

な
い
違
法
な
状
態
が
続
い
て
い
る

が
、
町
長
の
責
任
は
な
い
か
。
ど

の
よ
う
に
責
任
を
取
る
つ
も
り
か

伺
う
。

こ
の
第
１
９
９
条
の
２

項
に
関
し
ま
し
て
は
、
執

行
部
そ
し
て
、
監
査
委
員
の
配
慮

が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
富
監
査

委
員
の
方
か
ら
も
お
わ
び
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。
町
長
と
い
た
し

ま
し
て
も
同
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、
事
務
局
か
ら
も
県
に
も
指
導

を
受
け
た
結
果
、
第
１
９
９
条
２

項
に
抵
触
し
た
と
い
う
ご
指
摘
で

す
の
で
町
長
と
し
て
議
会
の
方
々

に
お
わ
び
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。肉

用
牛
及
び
高
齢
者
等

肉
用
牛
基
金
運
用
監
査

に
つ
い
て
貸
付
申
請
書
の
不
備
や

借
受
者
の
飼
養
能
力
の
適
否
等
に

つ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
か
伺

う
。

貸
付
申
込
書
に
住
所
が

な
か
っ
た
り
経
営
計
画

書
が
明
確
に
記
載
も
れ
や
印
鑑
証

明
書
の
添
付
も
れ
等
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
納
税
状
況
の
添
付

又
、
現
地
の
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

地
方
自
治
法
第
１
９
９

条
第
12
項
に
、
職
務
権

限
が
あ
り
、
監
査
の
結
果
に
関
す

る
報
告
が
あ
っ
た
場
合
、
町
長
は

監
査
の
結
果
に
基
づ
き
監
査
の
結

果
を
参
考
と
し
て
措
置
を
講
じ
た

と
き
は
、
そ
の
旨
を
監
査
委
員
に

通
知
す
る
も
の
と
す
る
と
あ
り
、

町
長
か
ら
監
査
委
員
へ
の
通
知
は

あ
っ
た
の
か
な
か
っ
た
の
か
。

そ
の
旨
を
監
査
委
員
に

措
置
す
る
も
の
と
す
る

と
措
置
を
講
じ
た
時
に
は
、
通
知

す
る
も
の
と
確
か
に
あ
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
通
知
は
あ
が
っ
て
き
て

お
り
ま
せ
ん
。

中
長
期
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。
本
町
の
一
般
会

計
並
び
に
ほ
ー
ら
い
館
特
別
会
計

が
組
ま
れ
ま
す
と
、
ほ
ー
ら
い
館

の
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
は

し
な
い
と
い
う
お
考
え
な
の
か
。

毎
年
赤
字
経
営
を
し
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
町
長
は
よ
し
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
伺
う
。

費
用
対
効
果
に
関
し

ま
し
て
は
、
確
か
に

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ほ
ー
ら
い
館
に
１
日
平
均

４
５
０
人
ほ
ど
来
て
い
ま
す
の

で
、
５
０
０
人
に
平
均
来
館
者
数

が
来
れ
ば
利
益
が
出
る
と
思
い
ま

す
。
入
館
料
は
、
４
月
か
ら
引
き

あ
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
健
全
経
営

に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
ほ
ー

ら
い
館
会
員
の
方
々
と
や
っ
て
い

く
こ
と
は
十
分
可
能
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

	

徳
之
島
用
水
ダ
ム
の
地

元
負
担
金
の
元
金
６
億

円
を
平
成
26
年
と
27
年
度
に
一
括

償
還
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
が
履

行
で
き
る
の
か
。

（
町
長
）
こ
の
徳
之
島
用

水
負
担
金
に
つ
い
て
は
、

27
年
と
28
年
度
に
約
６
億
円
を

一
括
償
還
す
る
こ
と
で
協
議
決

定
し
て
お
り
ま
す
。
去
年
の
台

風
災
害
で
１
億
５
千
万
円
程
度

基
金
を
取
り
崩
し
基
金
残
高
は
、

３
億
５
千
万
円
で
あ
り
ま
す
。
25

年
度
か
ら
27
年
ま
で
の
３
年
間
で

基
金
を
２
億
５
千
万
円
積
み
立
て

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
、
今
日
こ
の
場
に
於

い
て
私
の
新
た
な
決
意
と
し
て
町

民
の
方
々
に
約
束
を
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
総
務
課
長
）
先
ほ
ど
の
町

長
答
弁
の
よ
う
に
、
徳
之
島

用
水
町
負
担
金
１
期
分
が

３
億
３
５
２
４
万
円
で
２
期
分
が

２
億
６
５
２
８
万
６
０
０
０
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
括
償
還
に

組
み
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
か
ら
５
年

間
「
短
期
重
点
期
間
」

と
位
置
付
け
、
財
政
緊
急
事
態
に

対
処
す
る
具
体
策
を
断
行
す
る
よ

う
提
言
し
た
が
、
実
施
決
行
さ
れ

て
い
る
の
か
。
経
常
収
支
比
率

１
０
０
％
で
基
金
は
枯
渇
。
実
質

収
支
は
、
８
７
０
０
万
円
の
赤
字

額
が
累
積
す
る
財
政
破
綻
の
予
測

と
な
っ
て
い
る
。
伊
仙
町
の
主
要

２
税
目
、
町
民
税
と
固
定
資
産
税

の
標
準
徴
収
額
２
億
２
千
万
円
で

赤
字
額
８
７
０
０
万
を
除
す
る
と

39
％
と
な
る
。
20
％
以
上
に
な
る

と
自
力
で
の
財
政
再
建
は
お
ぼ
つ

か
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
対

処
す
る
心
算
か
。

本
町
の
財
政
は
、
非
常

に
厳
し
い
局
面
に
あ
る

こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、
職
員
一

問

問問

問

問

問

答

答

答答

答

答

上木　議員

基幹産業のなかで、唯一市場相場が安定して
いる畜産分野。今後の肉用牛飼養管理や優良
素牛を確保することが、基幹産業の安定化に
つながる。（写真：徳之島中央家畜市場）
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人
一
人
が
創
意
工
夫
と
経
営
感
覚

を
発
揮
し
、
常
に
コ
ス
ト
意
識
を

持
ち
、
事
業
の
緊
急
性
、
必
要
性

を
精
査
し
、
歳
出
削
減
や
さ
ま
ざ

ま
の
方
策
を
検
討
実
施
し
、
全
庁

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
ま

す
。
又
策
定
さ
れ
て
い
る
中
長
期

財
政
計
画
も
最
っ
と
内
容
の
あ
る

も
の
に
見
直
し
、
実
行
し
成
果
を

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

品
物
を
出
す
だ
け
の
出

荷
組
合
員
で
あ
る
の
か
。

出
資
配
当
金
を
受
け
る
百
菜
の
経

営
責
務
を
負
う
役
割
分
担
、
分
掌

の
義
務
と
権
利
に
つ
い
て
組
合
員

と
役
職
員
の
責
任
体
制
が
曖
昧
糢

糊
し
た
ま
ま
、「
棚
卸
し
、
決
算

総
会
」
も
開
催
さ
れ
な
い
ま
ま
杜

撰
な
運
営
が
４
年
間
も
続
い
て
い

る
。
町
は
莫
大
な
借
金
で
施
設
と

器
具
備
品
を
整
備
、
無
償
貸
与
し

て
、
さ
ら
に
運
営
資
金
５
０
０
万

円
も
貸
与
し
、
補
助
金
・
補
助
事

業
も
投
入
し
て
い
る
。
こ
ん
な
不

明
朗
な
会
計
処
理
で
良
い
の
か
と

関
係
者
幹
部
の
間
で
も
疑
念
が
起

こ
っ
て
い
る
。
町
有
財
産
の
管
理

責
任
者
で
あ
る
町
長
に
見
解
を
求

め
ま
す
。24

年
度
決
算
総
会
は
、

25
年
の
６
月
頃
に
し
っ
か
り
や
っ

て
い
く
と
総
会
席
上
で
組
合
長
の

決
意
表
明
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

百
菜
を
伸
ば
し
て
農
家
所
得
の
向

上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ

い
て
、
突
如
移
転
し
た

よ
う
な
感
じ
で
あ
り
ま
す
が
、
事

情
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
ま
す
。旧

歴
民
館
は
、
長
年
に

わ
た
る
取
集
資
料
の
増

加
に
伴
い
、
収
蔵
室
や
閲
覧
室
の

不
足
、
観
光
客
用
の
大
型
バ
ス
が

乗
り
入
れ
で
き
な
い
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
旧
農
業
高
校
跡
地
の
校

舎
を
含
め
た
敷
地
の
一
部
を
公
的

機
関
で
あ
る
伊
仙
町
が
有
効
活
用

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
無
償
譲
渡
が

可
能
で
あ
る
と
の
方
針
の
も
と
、

教
育
委
員
会
で
利
用
計
画
を
策
定

し
、
農
業
高
校
跡
地
利
用
検
討
会

に
お
い
て
検
討
し
て
、
昨
年
の
８

月
に
一
部
移
転
し
、
伊
仙
町
歴
史

民
俗
資
料
館
と
し
て
一
般
に
開
放

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
又
、
旧

農
業
高
校
跡
地
が
鹿
児
島
県
よ
り

現
在
無
償
貸
し
付
け
の
状
態
で
あ

る
た
め
旧
歴
民
館
に
は
現
在
も

多
数
の
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。
ほ
ぼ
旧
農
業
高
校
跡
地
が
町

の
方
に
無
償
譲
渡
さ
れ
た
後
に
資

料
の
移
転
等
を
行
い
、
旧
歴
民
館

の
今
後
の
利
用
計
画
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

	

施
政
方
針
に
つ
い
て
、

「
株
式
会
社
伊
仙
町
」
と

い
っ
て
い
る
が
、
リ
ー
ダ
ー
・
社

長
と
し
て
の
目
的
は
何
か
。

伊
仙
町
は
、
大
変
多
難

な
時
期
に
あ
る
。
財
政

問
題
、
監
査
問
題
な
ど
の
指
摘
に

対
し
、
最
優
良
企
業
に
し
た
い
。

公
務
員
は
公
僕
で
あ
る
が
、
公
務

員
が
い
ろ
ん
な
営
利
目
的
で
や
っ

た
ら
い
け
な
い
と
い
う
表
現
は
、

詭
弁
で
あ
り
ま
す
。「
株
式
会
社

伊
仙
町
」
と
い
う
企
業
が
ど
ん
ど

ん
伸
び
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
の

表
現
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
判
断

し
て
い
る
。

「
株
式
会
社
伊
仙
町
」
の

町
長
と
し
て
、
11
年
前

町
長
立
候
補
の
決
意
表
明
で
３
つ

あ
げ
て
い
ま
す
。
①
町
民
全
体
の

夢
に
つ
な
げ
る
政
策
が
何
一
つ
見

当
た
ら
ず
、
や
る
気
が
欠
如
し
て

い
る
。
②
職
員
採
用
に
多
額
の
現

金
の
や
り
と
り
が
あ
る
と
の
噂
が

町
民
に
不
快
感
を
与
え
て
い
る
。

③
目
に
余
る
特
定
業
者
と
の
癒
着

関
係
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
が
、
こ

の
こ
と
が
私
は
今
気
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
町
長
は
権
力
の
下
、
私

物
化
し
て
い
な
い
か
。
こ
の
件
に

関
連
し
て
責
任
が
あ
る
と
思
う

が
、
今
現
在
町
長
は
、
こ
の
こ
と

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

「
株
式
会
社
伊
仙
町
」
の

会
社
に
い
ろ
ん
な
問
題

点
が
あ
っ
た
場
合
は
、
町
長
の
責

任
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
は
、
私
は
強

く
自
覚
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

権
力
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
は
最

大
限
に
有
効
に
使
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
個
人
の

エ
ゴ
や
利
益
の
た
め
に
一
切
権
力

は
行
使
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば

「
ほ
ー
ら
い
館
」
の
指
定

管
理
者
公
募
を
断
念
し
た
理
由

は
。

３
業
者
１
個
人
か
ら
公

募
が
あ
り
ま
し
た
。
書

類
の
不
備
、管
理
運
営
経
費
の
件
、

町
の
負
担
額
５
千
５
百
万
円
の
提

示
等
が
あ
り
、
総
合
的
な
判
断
で

地
域
密
着
型
に
適
し
て
い
け
な
い

と
判
断
し
ま
し
た
。
５
月
中
旬
よ

り
７
月
に
公
募
を
募
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

美島　議員

指定管理者を公募したが、公募の概要
に沿った形の応募がなく、仕切り直し
となった徳之島交流ひろば「ほーらい
館」。

旧徳之島農業高校跡地に移転した歴史民俗資
料館。資料展示物の管理状況並びに施設の機
能性を最大限活かし、新たな町の文化施設と
して期待される。（写真：伊仙町歴史民俗資
料館　旧徳之島農業高校本校舎内１階）
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子
育
て
支
援
で
出
生
数

が
増
え
て
い
る
と
言
っ

て
い
る
が
、
一
方
で
母
子
家
庭
が

増
え
て
い
な
い
か
。

母
子
、
父
子
家
庭
の
合

計
は
、
平
成
17
年
が
48

世
帯
で
し
た
が
、
20
年
度
か
ら
は

一
気
に
上
が
り
、
23
年
度
は
76
世

帯
、
平
成
17
年
度
と
平
成
24
年
度

を
比
較
す
る
と
父
子
家
庭
が
多
く

な
っ
て
い
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て
、

農
業
生
産
額
が
50
億
円

の
達
成
の
た
め
の
支
援
策
は
あ
る

か
。

糖
業
に
お
い
て
は
過
去

最
大
の
減
収
で
あ
り
、

25
年
度
に
さ
と
う
き
び
等
安
定
生

産
体
制
緊
急
確
立
事
業
が
、
国
の

予
算
で
あ
り
ま
す
の
で
、
メ
リ
ク

ロ
ー
ン
苗
の
圃
場
、
病
害
虫
対
策

等
を
実
施
し
、
夏
植
え
や
春
植
え

の
推
進
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
園

芸
振
興
に
お
い
て
は
、
土
壌
改
良

等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
補
助

事
業
で
の
ハ
ウ
ス
が
66
棟
あ
り
ま

す
が
、
経
済
力
の
乏
し
い
ハ
ウ
ス

等
も
あ
り
ま
す
の
で
、
農
家
と
議

論
を
し
な
が
ら
有
効
活
用
し
て
ま

い
り
ま
す
。
畜
産
振
興
に
お
い
て

は
、
優
良
素
牛
の
推
進
、
基
金
を

活
用
し
て
牛
の
導
入
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

水
道
料
金
徴
収
に
関
連

し
た
町
職
員
措
置
請
求

に
基
づ
く
勧
告
に
つ
い
て
、
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

水
道
メ
ー
タ
ー
未
検
針

に
よ
る
、
水
道
使
用
量

の
賦
課
徴
収
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
最
大
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
メ
ー
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
勧
告
を
重
く
受
け
止
め
て
、

最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

不
納
欠
損
に
つ
い
て
は
、
平
成
25

年
９
月
31
日
ま
で
に
判
断
し
、
決

定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

徳
之
島
愛
ラ
ン
ド
食
肉

加
工
セ
ン
タ
ー
の
稼
働

し
て
い
な
い
理
由
の
説
明
を
求
め

る
。

中
国
製
品
の
た
め
、
機
材
の
故
障

が
起
き
て
い
る
。
専
門
家
が
来
ら

れ
て
、
４
月
か
ら
は
稼
働
で
き
る

状
況
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
早
急
に
稼
働
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
が
、
我
々
の
責
任

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

	（
お
見
舞
い
）

昨
年
来
の
台
風
被
害
、
さ
と
う
き

び
の
減
少
、
製
糖
期
間
短
縮
等
、

馬
鈴
薯
の
価
格
低
迷
が
続
き
、
農

家
の
皆
様
に
と
っ
て
、
大
変
厳
し

い
年
に
な
り
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
農
家
の
皆
様
へ
慎
ん
で
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

伊
仙
町
水
道
課
に
是
正

勧
告
、
平
成
25
年
３
月

５
日
付
、
南
海
日
日
新
聞
に
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
町
長

は
こ
れ
を
認
め
る
の
か
。

伊
仙
町
職
員
措
置
請
求
に

つ
い
て
は
、
こ
の
勧
告
が

あ
っ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
認
め

ま
す
。
い
つ
ご
ろ
か
に
つ
い
て
は

記
憶
が
、
去
年
の
７
月
前
後
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

新
聞
報
道
を
認
め
て
頂

き
ま
し
た
が
、
最
初
に

認
識
し
た
の
は
去
年
の
７
月
頃
と

言
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
は
す
で

に
平
成
23
年
９
月
29
日
付
決
裁

で
、具
体
的
指
導
を
求
め
て
い
る
。

が
指
示
は
な
か
っ
た
と
も
言
っ
て

い
る
。
も
っ
と
早
く
適
切
な
対
応

が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に

は
な
ら
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
。
長
期
政
権
で
気
の
緩
み
も
で

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
一
度
タ
ガ
が

緩
む
と
な
か
な
か
占
め
る
の
は
難

し
い
が
、
今
後
の
職
員
研
修
等
の

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

伊
仙
町
職
員
の
資
質
向
上

等
、
こ
れ
は
長
期
政
権
の

な
か
で
緩
み
が
出
て
き
た
の
で
は

な
く
、
以
前
か
ら
伊
仙
町
職
員
全

体
が
、こ
う
い
う
気
の
緩
み
が
あ
っ

た
と
私
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
議
員
が
話
す
よ
う
な
油
断
、

心
の
隙
は
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
我
々
は
も
う
一

回
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
す
。
私
は
、
職
員
に
自
覚
が

足
り
な
か
っ
た
こ
と
や
、
責
任
感

も
な
か
っ
た
こ
と
は
認
め
ま
す
。

そ
れ
は
町
長
の
指
導
力
が
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
も
反
省
し
、
忸
怩

た
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
問

題
に
関
し
て
は
、
今
の
よ
う
な
こ

と
も
含
め
て
、
皆
さ
ん
と
と
も
に

良
い
形
で
解
決
で
き
る
よ
う
に
い

ろ
ん
な
提
言
を
頂
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

事
実
を
認
め
反
省
す
る

の
は
大
事
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
私
も
一
町
民
と
し
て
過

去
を
反
省
し
、
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
提
言
し
た
り
、
議
論
を

重
ね
て
意
見
を
言
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
職
員
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
意
見
が
な
か
っ
た
が
、

職
務
怠
慢
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

職
員
の
職
務
怠
慢
と
い

う
こ
と
は
、
責
任
感
が

な
か
っ
た
と
い
う
事
な
の
で
、
適

正
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

平
成
24
年
３
月
25
日
、

徳
之
島
食
肉
セ
ン
タ
ー

落
成
記
念
式
典
ま
で
終
え
た
同
施

設
が
、
未
だ
に
運
用
で
き
な
い
の

は
な
ぜ
か
。
稼
働
の
見
通
し
に
つ

い
て
問
う
。
ま
た
、
補
助
金
返
納

な
ど
の
心
配
は
な
い
の
か
。

詳
細
な
経
過
に
つ
い
て

は
、
私
は
今
詳
し
く
述

べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、２
、

３
カ
所
保
健
所
の
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。補
正
予
算
で
対
応
で
し
た
が
、

明石　議員

答 答

答

答

答

答 答

問

問

問問

問問

問

問
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ま
た
新
た
な
問
題
点
が
で
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
ク
リ
ア
で
き
れ
ば

稼
働
が
可
能
と
の
事
で
す
。
会

計
検
査
等
か
ら
指
摘
が
あ
る
可
能

性
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
に
指

摘
が
あ
れ
ば
３
町
で
対
応
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
な
形
で
今
後
運
営
し
て

い
く
よ
う
に
努
力
し
て
行
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

食
肉
セ
ン
タ
ー
の
件
に

つ
い
て
は
、
最
初
の
予

算
が
少
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
結
果
に
な
っ
た
と
い
う
の
は

言
い
訳
に
過
ぎ
な
い
。
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
、
事
業
を
始
め
た
わ

け
で
す
ね
。
３
月
の
広
域
議
会
で

予
算
が
出
る
と
い
う
話
で
す
が
、

広
域
連
合
か
ら
の
予
算
要
求
は

あ
っ
た
の
か
。

広
域
連
合
か
ら
の
予
算

要
求
は
あ
り
ま
せ
ん
。

未
だ
に
解
決
す
る
見
通
し
す
ら
、

描
け
ま
せ
ん
。
各
町
の
広
報
紙
等

で
か
か
る
問
題
を
島
民
に
も
説
明

を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
水

道
課
の
問
題
、
広
域
連
合
食
肉
セ

ン
タ
ー
の
問
題
、
早
急
に
解
決
す

る
施
策
、
対
応
を
取
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
強
く
要
望
を
致
し
ま

す
。

◎自己紹介および地元伊仙に着任して感じた事
　「うりぃたがうかげし」昨年の 10 月 29 日に奄美大島信用金庫
の 16 番　目の店舗として伊仙町役場の隣に新設オープンいたしま
した、喜念出身の　いせん支店支店長の喜納　進です。
　支店開設にあたり伊仙町町長をはじめとする町民ならびに役場・
町議会・　商工会等の関係各位のご支援、御協力により無事オープ
ンできました事に　厚く御礼申しあげるとともに
　「最高のサービスは、最高の笑顔である（face to face）」をモットーに「もてなしの心で」金融サー
　ビスの向上に取組んでいるところです。
　伊仙町住民として生活していく中で感じている事は、「健康・長寿と子宝の町」「人情豊かなもてな
　しの町」の実現に向け、町の振興に官民一体となって取組む姿がひしひしと感じられます。
◎伊仙町を PR する為に必要な事
　・町民本位の行政をとおして町民満足度を高める事こそが一番の PR 方法だと思います。
◎伊仙町議会に対しての要望等
　・議会制民主主義を十分に発揮し、伊仙町の未来予想図を「町民の大多数の意見を集約」
　して完成させる事こそが町政の発展に繋がると思います。
◎今後の伊仙町に期待する事。
　「ほーらい館」「なくさみ館」等の施設が相次いで建築されていますが、点と点ではなく
　線で結び、円になるように「町民の利用頻度向上に向けた」取組みに期待します。
◎その他
　伊仙町に生まれ、伊仙町で育ち、伊仙町で仕事ができる機会に恵まれた事に感謝の念に堪えません。
　当金庫の経営理念である、「地域との運命共同体」の精神にもとづき町政の発展を図るべく町民の皆
　様方と心を合わせ、手をつなぎ郷土の活性化・再生のために結（ゆい）の心で邁進してゆく所存です。
　今後ともご支援・ご鞭撻の方よろしくお願いしたします。

「町民の声（第２号）」
奄美大島信用金庫いせん支店
支店長　喜納　進　さん（伊仙町喜念出身）

〜 「議会中継」
　　インターネットで随時配信中 〜

アクセス方法
伊仙町公式 HP をアクセス→伊仙町公
式 HP 内の左にあるアイコンをアクセ
スすれば視聴可能です。アクセス後
USTREAM のサイトへ移行します。

答

問

早急な本格稼働が求められている徳之
島食肉加工センター。島の食材の拠点
として、安心と安全を兼ね備えた施設
になることが望まれる。
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平成２５年５月１日～２日にかけて、公

明党離島振興対策本部一行（本部長　遠山

　清彦　衆議院議員　※写真左から２番目）

が来島し、徳之島における諸問題について、

現地視察を含めて意見交換がなされました。

その中で、常　隆之議長・伊藤　一弘副議

長より、喫緊の課題のサトウキビ生産をは

じめとする基幹産業の安定化や、有害鳥獣

被害による作物の保護策など、何点か要望

を致しました。

とりわけ、有害鳥獣における農作物の被害

は全県的にみても著しく、この徳之島にお

いても例外ではなく、他県の取り組みや農林水産省における主な補助事業が活用できないか、

今後とも国や県を通じ連携して検討していくことを確認しました。

町民の皆様におかれましても、あらゆる農作物の被害は死活問題でもあることから、島の

主要産業を守るためにも闊達なご意見やご要望を議員各位へお寄せ頂きますようお願い申し

上げます。

先日行われた平成２５年度第１回伊仙町議会

定例会において、平成２４年度全国町村議会議

長会並びに鹿児島県町村議会議長会における自

治功労表彰伝達式が伊仙町議会本会議場におい

て行われました。今回、町村議会議員として

１５年以上在職し功労のあった議員が受賞対象

であり、美島　盛秀　議員（伊仙町阿権）が表

彰されました。

美島議員におかれましては、平成８年９月

１３日の任期から今日まで連続して町村議会議員としてあらゆる重責を担い、町内外におい

て活躍されてきました。今後も、伊仙町議会の一員として、リーダーシップを発揮されるこ

とを期待して、町民の皆様へのご報告にかえさせて頂きます。

公 明党離島振興対策本部一行来島

全 国町村議会議長会

写真（左から）伊藤　一弘　副議長，遠山　清彦　衆議院議員、
樺山　誠　経済課長、持冨　八郎　県議、常　隆之　議長　
※基幹産業に関する主な要望活動を行いました。

美島　盛秀　議員（４期目）　受賞

鹿児島県町村議会議長会自治功労表彰
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委
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長

委

員

委

員

委

員

議
会
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委
員
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理
人

清
水
喜
玖
男

永
岡
　
良
一

前
　
徹
志

伊
藤
　
一
弘

※ 掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承ください。

徳之島に特別支援（養護）学校設置を求める
　　　　　　　　　　　署名活動のご協力依頼について

これまでも何度か本誌で取り上げました、「鹿児島県立徳之島農業高
校跡地に大島養護学校分校の設置について（伊仙町議会提案）」の要望
について、今年４月に、徳之島高校の空き教室を借り受けて「訪問教育」
という趣旨の「特別支援教室」が開始されることとなりました。この「特
別支援教室」が始まったことにより、障がいがあるお子さんと暮らして
いらっしゃる保護者の皆様方におかれましては、生まれ育った環境で、
なおかつ一緒に生活しながら学校へ通うための窓がやっと開けたことと
思います。

しかしながら、空き教室を借りての訪問教育にも限界があり、専門性
を持った教職員の確保や施設の充実、最終的には就労に至るまでの道の
りがあるため、楽観視できる状況ではありません。つきましては、現在
そういった障がいがあるお子さんがいらっしゃる保護者の皆さんが中心
となり設立された「徳之島障がい児親の会」が以下のポスターと署名用
紙を持って「徳之島に特別支援（養護）学校設置を求める」署名活動を
行っておりますので、町内外をはじめ全国の皆さんのご理解とご協力を
お願い致します。なお、この活動における署名用紙及びポスター（ＰＤ
Ｆ）を伊仙町の公式ホームページにてダウンロードできるように致しま
すので、併せてご利用頂きますようご案内致します。

　

町
民
の
皆
様
並
び
に
広
報
「
議
会
だ
よ

り
」
を
ご
覧
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

今
回
編
集
後
記
を
担
当
し
ま
す
琉　

理
人

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

官
公
庁
で
は
、
年
度
も
変
わ
り
平
成
25

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
早
く
も
２
カ
月

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

清
々
し
い
年
度
に
ふ
さ
わ
し
く
議
会
だ
よ

り
の
表
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も
、
読
者
の
皆
様
の
お
気
持
ち

も
晴
れ
や
か
に
な
る
よ
う
に
と
、
明
る
い
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紙
に
変
更
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
の
ご
感
想
は
い
か
が
で
し
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う
か
？

　

さ
て
、
新
年
度
が
始
ま
る
と
共
に
、
私

た
ち
議
会
議
員
に
お
い
て
も
来
年
の
任
期

満
了
ま
で
、
し
っ
か
り
と
大
久
保
町
政
へ

の
監
視
と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
如
何
な
く
発

揮
す
る
こ
と
が
使
命
で
あ
り
ま
す
が
、「
株

式
会
社　

伊
仙
町
」
と
大
久
保
町
長
が
唱

え
る
以
上
は
、
是
は
是
、
否
は
否
と
さ
ら

に
議
論
を
交
わ
し
、
町
政
発
展
の
為
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
町
民
の
皆
様
に
あ
ら

ゆ
る
形
で
還
元
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

最
後
に
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
の

際
に
は
、
梅
雨
に
入
り
湿
度
が
高
く
、
大

変
過
ご
し
に
く
い
日
を
送
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
今
後
も
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
お
身
体
を
ご
自
愛
頂
き
、
議
会

に
対
し
ま
し
て
叱
咤
激
励
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
編
集
後
記
と

い
た
し
ま
す
。
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